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其の道の権威者が國際連合の中に委員会まで設けて検討 して居 られるので,我 々如ぎ者が露
出しする筋合いのものでないが,泌尿器科に於けるこの方藤の現状に就いては大いに反雀し
てみる必要があるのではなかろうか
「人類は放射線に取巻かれている」 と云つた人 があるが,確 かに考え様 によつては其 の
通りである.即ち宇宙線,大 地や建造物及び体内自然放鮒線等の自然源から我々が照射され
る線量は1年 間に70～170mrenであると云う.又最近の核爆発実験に伴う降下物Sr・90や
Cs・137等の環境汚染による被曝線量は年 々増加 して居 り,殊 に我が国は地理的理由により
世界平均被曝量の約3倍 であると云われている.こ の他に一般医療用等の人工源による照封
も考えねばならぬ.こ れ等の被曝線量は飽叢も微量ではあるが,将来急速に多 くなる事を予









想以上に大きい糠 線融 ので珈か葡 ・た次第である診 察室純 つと・1・脳 ・とか激 騰
防禦の設備が不十分だとか,或 いは術蓄 と壁 との距離が1.5m以下である場合には更に多 く
の散乱線を被曝するものと考えねばならない.







すると今仮 りに逆行性腎孟撮影の被曝線量を4mrと し,週6日 診察すると仮定すると,
同一医師は1日 に1回 しか逆行性腎孟撮影を行 う事が出来ず,其 れ以上行 う事は好ましくな




-45才以上では一般許容量の2倍迄許されるが,若 い人々に対 しては1/5～1/10以下 しか許さ
れない事である.しかるに実際には,若 い人々程泌尿器科診療の第一線で多 く働 く為被曝量
も多い事を考えると,一層真剣に放射線障碍の防止に就いて考えねばならない.
そこで障碍防止策に就いて考えてみよう.上記逆行性腎孟撮影等の際に現実の問題として
























障碍の危険な く楽 しく診療出来 る日の一日も早 く来 る事を熱望す る次第である.
